
149
新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　茨城新聞

2015 年 7 月 1 日号
広報なめがた

真門（ＦＣ北浦）

ＦＣ北浦

ご協力ありがとうございました

　５月27日（水）に 15 分間以上継続して運動やスポー
ツを行った住民の参加率を競い合う、住民参加型のスポー
ツイベント、『チャレンジデー 2015』に参加いただいた皆
さま、ご協力ありがとうございました。
　今年は、富山県魚津市（うおづし）と対戦し、勝利を収
めることができました。チャレンジデーだけでなく、日常の
中で運動する習慣をつけましょう!

行方市の参加率　　　　50.3％
（参加者　18,733 人　市民数　37,236 人）

富山県魚津市の参加率　47.3％
（参加者　20,575 人　市民数　43,519 人）

「チャレンジデー 2015」の結果発表
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レポート

常
ひ

陸
たち

太
おお

田
た

市
し 茨城県

7回目

主　　催	

常陸太田市チャレンジデー実行委員会	 （会長　大久保太一）

常陸太田市教育委員会　スポーツ振興課

〒 313-0007	 茨城県常陸太田市新宿町 1 番地

	 山吹運動公園市民体育館内

TEL：0294-73-0090　FAX：0294-73-1230

結　　果	

人　　　口：55,417 人	
茨城県常陸太田市	 ○

参 加 者 数：30,716 人	
VS

参　加　率：55.4％	
鹿児島県指宿市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①常陸太田ジュニア陸上競技教室（山吹運動公園		運動広場）127人

②久自楽舞を楽しく踊ろう（山吹運動公園　市民体育館）55 人

③「ヘルシーライフ」ラジオ体操教室（山吹運動公園		市民体育館）51人

・	 ラジオ体操による健康づくりを推進するため、NHKテレビ・

ラジオ体操の元アシスタントの田村恵美さんを講師として招

き、ラジオ体操の正しい動き、効果等を含めた実演指導によ

る教室を実施しました。

④リズムにのって楽しく遊ぼう（山吹運動公園　武道館）45 人

⑤温水プールでレッツチャレンジ（常陸太田市温水プール）85 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／社会

福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

茨城新聞

広報・周知	

・	市ホームページへの掲載と併せて SNS（市 Facebook）を活用

して PR を行いました。また、参加報告を携帯電話やスマート

フォンから手軽にできるよう、チャレンジデーの PR チラシに

QR コードを掲載し、新聞折り込みにより各家庭に配布しまし

た。結果、インターネット経由による報告が大幅に増加しまし

た。（前回：14 件・37 人⇒今回：102 件・102 人）

製 作 物	

チラシ 51,000 枚

実施効果	

・	町会や協力団体等において、ラジオ体操やウォーキングなどの

運動習慣の定着化につながる取り組みが増え、健康意識の向上

と地域の一体感が生まれました。

・	協力依頼のために連携団体や企業、事業所等へ足を運ぶことで、

市の健康づくりの取り組みを PR することができました。

・	企業や事業所、福祉施設など、日頃は教育行政では関わりが少

ない団体等の参加協力を得て事業を実施することができました。

・	NHK テレビ・ラジオ体操元アシスタントの方を講師に招き、ラ

ジオ体操教室を開催することができ、健康づくりの手段として

ラジオ体操を普及するための取り組みができました。

担当者から	

　チャレンジデーは、過去 6 回の実施で着実に市民に浸透してき

ており、昨年は参加率 51.9％と初めて 50％台の大台を超える結

果となりました。　

　しかし、この取り組みが、本来の目的である市民の運動習慣

化やスポーツ実施率の向上につながっているのか、対戦相手の

自治体と参加率を競う 1 日限りのイベントで終わっているので

はないかという懸念がありました。このため、今回の実施にあ

たっては、改めて、チャレンジデーに参加する目的を市民に知っ

てもらい、運動習慣の定着化につながるイベントにしたいとい

う強い思いで、積極的な啓発活動を行いチャレンジデーに臨み

ました。結果、前回の参加率を上回る 55.4％の参加率で対戦に

勝利することができました。そして何よりうれしかったことが、

地域や団体等で運動習慣の定着化につながる参加報告が増え、

市民の健康意識の高まりを感じられたことです。今後もこのチャ

レンジデーを契機として、市民の健康づくりに取り組んで行き

たいと思いました。

みんなで楽しくグラウンド・ゴルフ

ラジオ体操教室
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新聞

久自楽舞を楽しく踊ろう

2015 年 5 月 26 日 火曜日
茨城新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　茨城新聞
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レポート

上
かみ

三
の

川
かわ

町
まち 栃木県

3回目

主　　催	

上三川町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　星野光利）

上三川町教育委員会	生涯学習課	スポーツ係

〒 329-0696	 栃木県河内郡上三川町しらさぎ 1 丁目 1 番地

TEL：0285-56-9170　FAX：0285-56-6691

結　　果	

人　　　口：31,361 人	
栃木県上三川町	 ○

参 加 者 数：26,961 人	
VS

参　加　率：86.0％	
愛知県扶桑町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操・かみたん体操（上三川いきいきプラザ）113 人

・	 かみたん体操は昨年から町民の健康増進のために作成された

町オリジナルの体操です。

	 「上三川音頭」をポップなダンス調にアレンジした音楽で、町

の鳥しらさぎが羽ばたく動きや、ゆうがおの実の収穫、かん

ぴょうが干される様子、かんぴょう巻の具の動きが入っていま

す。この動きは、下半身動作で脚力の維持向上と心肺機能の上

昇、ねじり動作による全身のバランス力向上の要素が含まれて

います。	

・また、音楽は 3番まであり「ストレッチ・筋力トレーニング・

有酸素運動」の要素が組み込まれ、子どもから大人まで簡単

にできる健康体操となっています。

②ラージ卓球（上三川町体育センター）84 人

③パークゴルフ大会（田川ふれあい公園）76 人

④ 1 日体験剣道教室（武道館）42 人

⑤ソフトボール大会（桃畑緑地公園）32 名

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／競技団体／レクリエーション協会

／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／障害者団体／社会福

祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

読売新聞／下野新聞

広報・周知	

	 町長をはじめ課職員が一丸となって町内事業所及び教育機関等

へ直接訪問し、チャレンジデーの周知及び参加協力依頼を実施し

ました。

	 また、毎週土曜日、日曜日には広報車を準備し、チャレンジデー

の開催を町内全域へ呼びかけました。

製 作 物	

チラシ 2,000 枚／横断幕・懸垂幕 1 枚／ポスター 1,000 枚

実施効果	

・	自治会や企業等それぞれのコミュニティーにおいて、住民間の

連携やコミュニケーションを深めることができました。

・	普段運動をしていない方にも運動をするきっかけづくりを提供

することができました。

・	体育協会主催の事業や地域総合型スポーツクラブの事業を多く

の方に知ってもらうことができました。

・	運営サイドの協力団体にとっても自分の運動習慣、健康につい

て見つめ直す良い機会となりました。

担当者から	

　今回はチャレンジデー 3 回目の挑戦ということで、町、協力

団体、企業それぞれが参加率 100％を目指し取り組みました。

　結果として、参加率 86％という数字をあげる事ができたのも、

官民一体となりチャレンジデーに取り組むことができた証であ

り、非常に良かったと思います。

　参加率以上に、運動をする習慣づくり及び健康を見直すきっか

けづくりをすることにより、町民のスポーツ・健康への意識改革

になればと思っております。

開会式での「かみたん体操」

四つ竹踊り
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かみたんも一緒にたいそう！

2015 年 5 月 18 日 月曜日
読売新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日
下野新聞
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レポート

芳
は

賀
が

町
まち 栃木県

3回目

主　　催	

芳賀町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　見目　匡）

芳賀町住民生活部健康福祉課健康係

〒 321-3392	 栃木県芳賀郡芳賀町大字祖母井 1020

	 芳賀町役場

TEL：028-677-6042　FAX：028-677-2716

結　　果	

人　　　口：16,065 人	
栃木県芳賀町	 ●

参 加 者 数：6,455 人	
VS

参　加　率：40.2％	
鹿児島県阿久根市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー、ラジオ体操、健康ウォーキング（役

場玄関前、役場駐車場⇔道の駅はが）280 人

②チャレンジゲーム（町第 2体育館）144 人

・	 チャレンジゲームは予想を上回る参加人数で大変盛り上がり

ました。保育園から保護者に呼び掛けてもらったことが参加

増につながったと思われます。チャレンジゲームはスポーツ

推進委員に依頼し、フライングディスク、輪投げ、風船バレー

を行いました。さらに同じ会場でインディアカとショートテ

ニスの体験教室もあり、チャレンジゲームと併せて参加して

いただきました。

③体験！「エンジョイ　スリム体操」（農業者トレーニングセン

ター）46 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／幼稚園・保育園／小学校／中学校

／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者

団体／社会福祉協議会／高齢者施設／障害者施設／各課関係団体

／ JA ／金融機関／ B ＆ G 海洋センター

メディア	

下野新聞

広報・周知	

　庁内職員の準備委員会結成から関与する団体等への協力要請、

自治会連合会での説明と協力依頼、工業団地管理センターでの説

明会、企業への訪問及び電話での依頼を実施しました。また、チャ

レンジデーロゴ入りＴシャツを職員や関係者に配布、着用を促し、

イベント参加への機運を高めました。

製 作 物	

チラシ 10,000 枚

実施効果	

　目標参加率の 50％には届きませんでしたが、自治会や工業団

地企業、イベント参加者が増えました。「町民の運動習慣へのきっ

かけづくり」という目的には近づいたと思われます。

担当者から	

　チャレンジデー開催までの 1 ヵ月間は慌ただしく、他の業務と

の両立が困難に感じることもありました。しかし、警察署や土木

事務所への届け出、報告用電話・FAX の取り付け工事の手配など、

普段の業務では得られない貴重な経験ができました。イベントは

スポーツ推進委員の協力により、予想を上回る参加者にも対応で

きました。スポーツ推進委員とは直接的な関わりはありませんで

したが、担当と同じ課の社会体育係との連携により行えました。

　今年は、自治会、企業の協力が得られたことが大きな成果のよ

うに思います。

輪投げ大会

ラジオ体操

チャレンジゲーム
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新聞

2015 年 5 月 18 日 月曜日
読売新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日
下野新聞
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レポート

小
お

鹿
が

野
の

町
まち 埼玉県

10回目

主　　催	

小鹿野町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　福島弘文）

小鹿野町教育委員会　社会教育課

〒 368-0105	 埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野 167-1

	 小鹿野文化センター内

TEL：0494-75-0063　FAX：0494-75-0032

結　　果	

人　　　口：12,747 人	
埼玉県小鹿野町	 ●

参 加 者 数：6,594 人	
VS

参　加　率：51.7％	
北海道深川市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ファイナルイベント（軽スポーツ体験、バレー、インディアカ

体験等）（小鹿野中学校校庭、体育館、町民体育館）490 人

・	 インディアカ、ストラックアウト、グラウンド・ゴルフ、輪

投げ等幅広い世代が楽しめるイベントでした。

②グラウンド・ゴルフ大会（下小鹿野グラウンド）155 人

③太極拳（国民宿舎両神荘　芝生広場）45 人

④テニス体験（総合運動公園テニスコート）41 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／レクリエーション協会／幼稚園・

保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・青

年会議所／自治会・町内会／高齢者団体

広報・周知	

		 新聞折込のチラシを町内のみならず、周辺地域にも配布し、チャ

レンジデーへの参加を呼びかけました。

製 作 物	

チラシ 11,500 枚

実施効果	

　チャレンジデーを機会に当町では子どもにあまりなじみのない

インディアカ、ペタンク等のスポーツに触れ合う場を設けること

ができました。

担当者から	

　当日は、好天に恵まれ、グラウンド・ゴルフ大会には町外から

も大勢の方に参加していただきました。また、里山案内人のガイ

ド付きの町民ウォーキングや太極拳体験も好評でした。ファイナ

ルプログラムでは、子どもからお年寄りまで幅広い世代の町民が

参加し大盛況に終わることができました。

	 結果としては、昨年度より参加率も上がり、町民のスポーツに

対する意識の高まりを感じました。今後はさらに参加率が上がる

ようにチャレンジデーの周知に努めて行きたいと思います。

太極拳体験

町民ウォーキング

ステップ体操
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2015 年 7 月号　広報おがの

2015 年 5 月 28 日 木曜日
読売新聞
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レポート

秩
ちち

父
ぶ

市
し 埼玉県

6回目

主　　催	

秩父市チャレンジデー実行委員会	 （会長　久喜邦康）

市民部　市民スポーツ課

〒 369-1871	 埼玉県秩父市下影森 924-1

	 秩父市スポーツ健康センター内

TEL：0494-25-5230　FAX：0494-22-4770

結　　果	

人　　　口：66,007 人	
埼玉県秩父市	 ○

参 加 者 数：45,503 人	
VS

参　加　率：68.9％	
岐阜県羽島市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①総合開会式（秩父市スポーツ健康センター）102 人

②ニアピン大会（ペタンク）（秩父市スポーツ健康センター）90 人

③ラジオ体操（秩父市スポーツ健康センター、歴史文化伝承館）

86 人

④室内ペタンク・卓球教室（秩父市スポーツ健康センター）70 人

・	 市の推奨スポーツである、誰でも楽しめるペタンクの初心者

教室を行いました。

⑤民謡のつどい（秩父市スポーツ健康センター）45 人

【アスリート・著名人など】
岡本美佳（NHK ラジオ・テレビ体操指導者）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／

小学校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／商

工会・青年会議所／自治会・町内会／病院・診療所／高齢者施設

メディア	

読売新聞

広報・周知	

　市報や市 HP による周知や、広報車による広報活動を行いました。

製 作 物	

チラシ28,000枚／スタッフTシャツ210枚／ポケットティッシュ

1,500 個／のぼり 20 本／横断幕・懸垂幕 1 枚

実施効果	

　チャレンジデーを実施することにより、町会や学校、企業等の

参加があり、生涯スポーツへの意識が高まったと思われます。

担当者から	

　今回で 6 回目の実施となりましたが、市民にチャレンジデーが

定着してきていると感じました。特に各町会においては、積極的

な協力があります。企業や学校、福祉施設等においても「15 分

運動」を実施する団体が増えてきており、習慣化が図られている

ところです。

　今後は、さらに広報活動を広げ、また、市民が参加し楽しめる

プログラムを検討していきたいと思います。

ラジオ体操

民謡のつどい

スポーツゴミ拾い
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新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日
読売新聞

秩父市ホームページ
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レポート

いすみ市
し 千葉県

1回目

主　　催	

いすみ市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　太田　洋）

企画政策課

〒 298-8501	 千葉県	いすみ市大原 7400-1

	 いすみ市役所

TEL：0470-62-1382　FAX：0470-63-1252

結　　果	

人　　　口：40,487 人	
千葉県いすみ市	 ●

参 加 者 数：8,658 人	
VS

参　加　率：21.4％	
岡山県赤磐市	 ○

取得メダル：銅

協力・連携	

民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高

等学校

広報・周知	

・	チラシを作成し、広報紙の配付に合わせて全戸への配付を行い

ました。

・	市役所各庁舎や公共施設をはじめ、金融機関、コンビニエンス

ストア等複数の店舗にもポスターを掲出してもらいました。

・	ポケットティッシュにチラシを挟み込み配布を行いました。

製 作 物	

チラシ 18,000 枚／ポケットティッシュ 2,000 個／のぼり 20 本／

横断幕・懸垂幕 10 枚

実施効果	

	 住民の運動のきっかけづくりができたと思います。

担当者から	

・	全体プログラムについて、スポーツ関係者等との調整ができず、

大きなイベントらしいものができなかったことが残念でした。

・	個人の参加報告が多数あったことや、大きなトラブル、けがが

なかったことが良かったと思います。

・	チャレンジデー当日に草取りや散歩、その他の運動を継続して

15 分間以上行った方は市内にもっと多くいると思いますが、高

齢化率が高いため、チャレンジデーの周知はもとより、報告方

法を工夫しないと参加報告が増えないのではないかと思いまし

た。これを機に、チャレンジデー実施前よりも意識して毎日継

続して運動する方が少しでも増えてくれれば良いと思います。

ロープ・ジャンプ・X（大原中学校）

リズム体操（第 1 保育所）

体操（夷隅保育所）
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新聞

チャレンジでー PR 用チラシ（表面） チャレンジでー PR 用チラシ（裏面）

チャレンジデー対戦結果

千葉県個人制覇で関東大会出場決定！
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５月１５日～５月１７日の３日間、館山市におい
て、第６２回関東高等学校剣道大会千葉県予選会が
開催され、東海大学附属浦安高等学校２年の白鳥湧
也さん（岬町椎木出身）が、男子個人の部において
優勝し、千葉県開催となる第６２回関東高等学校剣
道大会の出場を決めました。

５月１７日（日）千葉県総合スポーツセンター武
道館で行われた第１５回千葉県小学生空手道選手権
大会において拳栄会大原所属の小髙悠翔さん（長者
小３年）が７２名によるトーナメント戦を勝ち抜き、
見事優勝に輝きました。
小髙さんは昨年に引き続

き千葉県代表として７月の
関東大会（浦安市）及び８
月の全国大会（東京都）に
出場します。

第３７回千葉県道場少年剣道大会が５月１０日
に富津市で開催され、全５４チームが出場する中、
大原少年剣友会が好成績を収め、７月２８日に日
本武道館で開催される第５０回全国道場少年剣道
大会への出場が決定しました。大原少年剣友会は、
小学生３０名と指導者１５名で水曜日を除き、月
曜日はいすみ警察署内道場、ほかの曜日は大原中
学校剣道場で稽古に励んでいます。

５月２７日（水）午前０時から午後９時ま
で実施されました「チャレンジデー」のいす
み市の対戦結果は、右表のとおりです。
ご参加いただきました皆様ありがとうござ

いました。今後も身体を動かし、健康づくり
に努めましょう。
今回のチャレンジデーには、全国で１３０

の自治体が参加し、いすみ市は県内で唯一の
参加でした。

小髙悠翔さん

左側より　時田裕樹洸さん・田島涼楓さん・土屋翔陽さん・ 
　　　　　江澤拓馬さん・田口光哉さん・加藤沙斗瑠さん 白鳥湧也さん

自治体名 参加者 参加率 参加回数

千葉県いすみ市 8,658 人 21.4％ 初

岡山県赤磐市（あかいわし） 21,668 人 48.4％ 6 回目

　その他の自治体の対戦結果につ
きましては、笹川スポーツ財団の
ホームページでご確認ください。

2015 年 7 月号　広報いすみ
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レポート

昭
あき

島
しま

市
し 東京都

4回目

主　　催	

昭島市チャレンジデー実行委員会	 （会長　北川穰一）

昭島市教育委員会　生涯学習部　スポーツ振興課

〒 196-0033	 東京都昭島市東町 5-13-1

	 総合スポーツセンター内

TEL：042-544-4152　FAX：042-544-4159

結　　果	

人　　　口：112,659 人	
東京都昭島市	 ●

参 加 者 数：85,541 人	
VS

参　加　率：75.9％	
兵庫県豊岡市	 ○

取得メダル：金

プログラム	

①昭島市体育協会による各種スポーツ体験（総合 SC 及び周辺施

設）3,300 人

②昭島市総合スポーツセンターの無料開放（総合 SC）678 人

③日体大講師による高齢者及び障害者向け体操指導会（市内公園

等及び保健福祉会館）256 人

④還暦軟式野球親善大会（市民球場）161 人

⑤ゲートボール大会（エコパーク）80 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園

／小学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会

／高齢者団体／婦人会／障害者団体

製 作 物	

チラシ 22,000 枚／ポケットティッシュ 15,000 個

担当者から	

　本市の実施は、今回で 4 度目になり昨年を上回る参加率となり

ました。これは、回数を重ねる毎にチャレンジデーが浸透してき

た結果だと思います。また、いろいろな団体が協力し機運を盛り

上げ、多くの方々の参加がありました。

	 今回は残念ながら対戦市に負けてしまいましたが、さらなる向

上を目指し頑張りたいと思います。

還暦軟式野球親善大会

ゲートボール大会

日体大講師による体操指導会
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新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　産経新聞

時事ドットコム
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レポート

小
こ

金
がね

井
い

市
し 東京都

2回目

主　　催	

小金井市チャレンジデー実行委員会	 （会長　稲葉孝彦）

小金井市教育委員会生涯学習部生涯学習課

〒 184-8504	 東京都小金井市前原町 3 － 41 － 15

	 小金井市役所第二庁舎 7 階

TEL：042-386-2462　FAX：042-383-1133

結　　果	

人　　　口：117,440 人	
東京都小金井市	 ●

参 加 者 数：88,278 人	
VS

参　加　率：75.2%	
鹿児島県霧島市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（都立小金井公園）333 人

②セパタクロー見学＆体験会（総合体育館）100 人

・	 前年に行われたアジア大会（韓国・仁川）で 3位の成績を残

した日本代表選手の寺本選手、青木選手によるセパタクロー

の実技を見学＆体験できるイベントを行いました。子ども達

を中心に興味、関心を集められると期待して準備しました。

当日は、選手達による実技披露、実技指導、試合形式のゲー

ムなどを行い、大変盛り上がりました。

③ウォーキングイベント（フェスティバルコート～滄浪泉園～都

立武蔵野公園）70 人

④ラジオ体操（フェスティバルコート）60 人

⑤ラジオ体操（東小金井駅北口広場）50 人

【アスリート・著名人など】
寺本　進・青木沙和（セパタクロー日本代表／ 2014 年アジア

大会（韓国仁川）第 3 位）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合型

地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／

小学校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／商工

会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／障害者

団体／社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

広報・周知	

　チラシ、ポスターの作成、配布、掲出、横断幕・懸垂幕の掲出、

市報、市ホームページなどで広報をしました。一番効果的と思え

たのは地道に市内団体の活動場所及び会議、打合せの場所を訪問

し、チラシに市長の依頼文書を添えて直接協力依頼したことでし

た。

製 作 物	

チラシ 51,000 枚／ポケットティッシュ 5,000 個／のぼり 70 本／

横断幕・懸垂幕 7 枚

実施効果	

　本市がチャレンジデー事業の目的として掲げている「スポーツ

の習慣化」、「生涯スポーツの推進」及び「健康寿命の延伸」に繋

がる契機となりました。チャレンジデー当日のみの運動やスポー

ツへの取り組みではなく、日常生活の中で習慣化できれば「健康

寿命の延伸」に繋げていくことができると思います。

　また、当日は 88,278 人もの方々の参加があり、対戦相手の鹿

児島県霧島市に勝利しようという目標を参加者と共有できまし

た。

担当者から	

　今回が 2 回目の挑戦であるため、昨年よりは準備も効果的に実

施できたと思います。しかし、5 月 27 日（水）当日に向けて、4

月からの準備開始となり、実行委員会、普及・広報活動など大変

でした。中でも一番苦労したことは、協力依頼を総合型地域スポー

ツクラブ、体育協会、スポーツ推進委員協議会、総合体育館指定

管理者などと手分けして行ったことでしたが、この地道な活動が

最も効果があったと思います。昨年の経験を踏まえ、より組織的、

効果的に事前の準備ができたと思います。

　良かった点としては、チャレンジデーを知っている市民が昨年

より増えたと実感できたことです。昨年は初回ということもあり、

「チャレンジデーって何？」という反応が多く見られましたが、

今回は、「今日はチャレンジデーだよ！」、「報告しました」、「対

戦相手の霧島市に勝とう！」といった声を聞いたりしました。市

民に着実にチャレンジデーが根付いていることを実感できる瞬間

でした。

ラジオ体操（フェスティバルコート）

ラジオ体操（フェスティバルコート）
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新聞

JR 東小金井駅北口でのラジオ体操

2015 年 5 月 28 日 木曜日
読売新聞

2015 年 5 月 26 日 火曜日　都政新報

2015 年 5 月 29 日 金曜日　読売新聞
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レポート

狛
こま

江
え

市
し 東京都

1回目

主　　催	

狛江市チャレンジデー実行委員会	 （会長　高橋都彦）

狛江市教育委員会教育部社会教育課

〒 201-8585	 東京都狛江市和泉本町一丁目 1 番 5 号

	 狛江市役所

TEL：03-3430-1111　FAX：03-3430-1600

結　　果	

人　　　口：79,027 人	
東京都狛江市	 ●

参 加 者 数：14,499 人	
VS

参　加　率：18.3%	
大阪府柏原市	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①卓球（市民総合体育館）196 人

②グラウンド・ゴルフ（狛江市民グランド）127 人

③ビーチボール（市民総合体育館）124 人

④バドミントン（市民総合体育館）117 人

⑤健康づくり講話・ミニ体操（市役所・防災センター会議室）69人

・	 日常生活の運動による健康づくりに関する講話と、椅子に座

りながらでもできるミニ体操やストレッチ運動を行う一時間

のプログラムです。仕事や自宅で行える簡単な運動であり、

運動不足解消のきっかけにもなります。また、簡単な頭の体

操としてクイズ等のレクリエーション的な要素も取り入れま

した。昼休みの時間帯には、職員を対象にした 15 分間の実

技のみのショートプログラムも実施し、狛江市長はじめ職員、

市民など幅広い年代の方の参加がありました。

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／競技団体／総合型地域スポーツク

ラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学

校／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町

内会／高齢者団体／障害者団体／社会福祉協議会／高齢者施設

メディア	

産経新聞／読売新聞／ NHK「首都圏ネットワーク」

広報・周知	

　市広報誌やホームページに加え、新聞折込や各種会議会合での

アピール、また、各種団体を訪問し参加協力依頼を行いました。

さらに当日は、駅前でのチラシ配り、防災行政無線や広報車での

参加呼びかけを実施しました。

　市広報誌やホームページでの広報を実施後、各種会議会合での

アピール、各種団体訪問をしましたが、意外と浸透しておらず、

当日に参加報告をあげてくれた団体は、直接訪問した団体がほと

んどであったことから、直接顔を合わせて広報することの大切さ

を改めて学びました。

製 作 物	

チラシ 35,000 枚／のぼり 60 本／横断幕 20 枚／懸垂幕 2 枚／ポ

スター 40 枚

実施効果	

　スポーツ人口増加へ向けた「きっかけづくりの場」となりま

した。また、普段関わりの少ない団体や事業所などにも協力依

頼をしたことにより、新たなつながりをもつことができました。

さらに、対戦相手の大阪府柏原市のことを知るよい機会となり

ました。

担当者から	

　初挑戦ということもあり、「チャレンジデー」というイベント

を浸透させることに苦慮しました。主に学校や団体へ参加協力

依頼を行いましたが、大きな企業や学校が少なく、今後、参加

者数を伸ばすためには、個人での参加に力を入れなくてはと感

じています。まだまだ一部の市民にしか周知が行き届いていな

い現状を踏まえ、次回へ向け「スポーツ人口を増やす」「健康寿

命の延伸」を目標に、さらなる参加率上昇のために力を入れて

行きたいです。

ビーチボール

健康づくり講話・ミニ体操
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新聞

グラウンド・ゴルフ

2015 年 5 月 28 日 木曜日　読売新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　産経新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　産経新聞
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レポート

伊
い

勢
せ

原
はら

市
し 神奈川県

2回目

主　　催	

伊勢原市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　髙山松太郎）

教育委員会スポーツ課

〒 259-1188	 神奈川県伊勢原市田中 348 番地

	 伊勢原市役所

TEL：0463-94-4711　FAX：0463-94-7615

結　　果	

人　　　口：100,913 人	
神奈川県伊勢原市	 ●

参 加 者 数：49,421 人	
VS

参　加　率：49.0%	
山形県鶴岡市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①市内小中学校各イベント（各小中学校）7,686 人

②オープニングセレモニー　みんなで体操「すこやかリズム体操」

（伊勢原市総合運動公園　中央広場）300 人

・	 伊勢原市では、昭和 63 年に「だれでも、いつでも、どこで

も」気軽に行うことが出来る体操として、「すこやかリズム

体操」を制作しました。制作してから年月は経っております

が、ご当地体操ブームも相まって、伊勢原市では幼児から高

齢者まで取り組める本体操を再普及することで、市民の健康

増進につなげたいと考えています。そこで体操の考案者であ

り、NHK 体操番組の講師であった長野信一さんをお迎えし、

チャレンジデーオープニングからこの体操を行うことで、普

及の拡大に繋げることができればと思い、実施しました。

③市民グラウンド・ゴルフ大会（伊勢原市総合運動公園内）120 人

④マンスリーウォーキング（伊勢原市総合運動公園スタート・ゴー

ル）108 人

⑤骨密度測定（伊勢原市体育館）80 人

⑥みんなでおどろう「すこやかリズム体操」（伊勢原市体育館）

80 人

【アスリート・著名人など】
長野信一（ラジオ体操指導者　NHK 等に出演）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園

／小学校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／

商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／社

会福祉協議会

メディア	

神奈川新聞／読売新聞／毎日新聞／朝日新聞／伊勢原タイム／ J：

COM「デイリーニュース」／ FM 湘南ナパサ「伊勢原かわら版」

／タウンニュース

広報・周知	

　多くの人が通る駅に、目につきやすい大きな吊るし看板を 2 個

設置したり、帰宅時間を狙って市内 2 ヵ所の駅でチラシを配りま

した。

　また、市役所の職員は本来であればＴシャツでの業務は禁止さ

れていますが、チャレンジデーまでの 1 週間の間はチャレンジ

デーＴシャツを着用しての業務が許可され、多くの職員が着用し

市民への PR を図りました。

製 作 物	

チラシ 45,000 枚／ポスター（B2）300 枚／イメージキャラクター

クルリンクリアファイル 5,000 枚

実施効果	

　前回のチャレンジデーを機にラジオ体操等を始めた自治会が今

も継続して行っており、今回のチャレンジデーにも参加していま

した。市民の運動のきっかけづくりとして実施した本事業であり

ますが、その成果を垣間見ることができました。また、市のオリ

ジナル体操である「すこやかリズム体操」をチャレンジデーのプ

ログラムに組み込みましたが、チャレンジデー後に体操の CD や

DVD の貸し出しが増えるなど、体操の普及に繋がりました。

　伊勢原市では、「スポーツによる地域の活性化と市民の健康づ

くり」を重点施策のひとつに掲げていますが、チャレンジデーの

実施によってその施策に全庁をあげて取り組むことができたと感

じております。

担当者から	

　今回は 2 回目の挑戦で、前回よりはチャレンジデーの認知度が

ある中での実施となりました。その結果、昨年よりも多くの市民、

企業、団体に協力を頂き前回より 1 万人も多くの参加がありまし

た。敗戦はしましたが、市民の健康づくり、運動・スポーツの習

慣化のきっかけづくりの観点から考えれば、大変有意義な実施で

した。イベント内容やプログラムの組み方、市民への周知方法等

反省すべき点はありますが、参加した市民が大勢増えたことを前

向きに捉えたいと思います。

　スポーツは継続することが大切だと考えておりますので、今後

も市をあげて市民が継続してスポーツを続けていけるよう、事業

を展開していきたいと考えております。

オープニングイベント
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新聞

神社ラジオ体操 フィナーレイベント

2015 年 5 月 26 日 火曜日
毎日新聞

2015 年 5 月 8 日 金曜日
タウンニュース 伊勢原版

2015 年 5 月 12 日 火曜日　神奈川新聞
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レポート

大
おお

井
い

町
まち 神奈川県

1回目

主　　催	

大井町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　間宮恒行）

子育て健康課

〒 258-0019	 神奈川県	足柄上郡大井町金子 1964-1

	 大井町保健福祉センター

TEL：0465-83-8011　FAX：0465-83-8016

結　　果	

人　　　口：17,350 人	
神奈川県大井町	 ○

参 加 者 数：8,033 人	
VS

参　加　率：46.3%	
北海道富良野市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（大井小学校）670 人

②大縄跳び（湘光中学校）594 人

③企業での取り組み（ラジオ体操他）（第一生命情報システム株

式会社）494 人

④オープニングイベント（ラジオ体操）（大井町総合体育館）114 人

・	 実行委員長挨拶

・	 対戦相手の紹介（パワーポイント）

・	 町イベントの紹介（パワーポイント）

・	 ラジオ体操の実施（前後のストレッチ等含む）

・	 参加賞の配布とエントリーボックスの配布

⑤誰でもできるエアロビ体操（大井町総合体育館）74 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／民間フィットネスクラブ／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／社会福祉協議会／高

齢者施設／母子保健推進員／ひょうたん文化推進協議会／「おー

い！元気会」運営サポーター

メディア	

神奈川新聞／神静民報／タウンニュース／湘南ケーブルテレビ

広報・周知	

広報	、チラシ：広報おおい 4・5 月号に 1 ページずつ掲載し、参

加を促しました。また、5 月 15 日号の配布に合せてチラシ

（10,000 部）を全戸配布しました。併せて窓口や店頭などに

も配架しました。

エン	トリーボックス：町内 38 ヵ所にポスター、チラシ、のぼり

も一緒に設置しました。町内に設置したエントリーボックス

は、役場職員の手作りのもので、個性あふれる作品になりま

した。

ポス	ター：町内の全ての自治会、行政関係施設、学校、幼稚園や

各企業にポスターを配布し、掲示板や店頭に掲示しました。

T シ	ャツ：各自治会長、実行委員、企業、町職員に配布し、当日

着用のうえイベントに参加し PR しました。担当課の町職員

は 2 週間前から、窓口など町民と接する機会の多い部署など

では 1 週間前から T シャツを着用し PR しました。また、体

育祭など他の事業でも T シャツを着用して参加し、PR をしま

した。

町内	周知：1 週間前から公用車で放送しながら町内を回り、PR し

ました。当日の朝に防災無線及び安心メールを活用し、町内

全域に放送しました。のぼりを学校、町関係施設、町道、商

工振興会会員店舗など約 100 ヵ所設置しました。

製 作 物	

チラシ 10,000 枚／スタッフ T シャツ 193 枚／のぼり 150 本／横

断幕・懸垂幕 19 枚

実施効果	

　当初参加率 30％を超えることができればよいと思っていたの

で、参加者が 8,000 人を超え、参加率 46.3％であったことは、予

想を超えた嬉しい結果でありました。

　また、町内企業等の参加が全体のエントリーのうち 27.0％を占

めていたので、5 月になってから、企業等へ参加依頼をした周知

活動の割には効果があったと思われます。

担当者から	

　チャレンジデーへの挑戦が決定したのが 2 月ということから、

周知活動が短期間になってしまい、PR 不足を指摘されていまし

た。しかし、結果として 8,000 人を超える方々の参加があり、初

実施初勝利を収めることができたことは、大変良かったと思いま

す。町民のチャレンジデーに対する意識が予想以上に高かったと

思われます。次回以降、健康づくりの意識付けとなるような働き

かけも検討していきたいと思います。

　また、通勤通学者の参加を期待して、町内にある無人駅 2 ヵ所

にエントリーボックスを設置をしたところ、2 ヵ所合計で 100 人

を超える報告がありました。これも予想を上回る報告数でした。

　エントリーボックス設置については広報やチラシ、ポスターに

設置場所を記載しましたが、設置時間を記載しなかったため多

くの町民が 21 時まで設置してあると思っていたようで、早めに

回収した設置場所については問い合わせがありました。再配置を

行った場所もありますが、次回以降設置時間等の周知について検

討していきたいです。

オープニングイベント
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新聞

夕暮れウォーキング ファイナルイベント

2015 年 5 月 28 日 木曜日　神奈川新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日
神静民報
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レポート

開
かい

成
せい

町
まち 神奈川県

2回目

主　　催	

開成町チャレンジデー実行委員会	 （会長　府川裕一）

自治活動応援課

〒 258-8502	 神奈川県足柄上郡開成町延沢 773

TEL：0465-83-2331　FAX：0465-82-5234

結　　果	

人　　　口：16,814 人	
神奈川県開成町	 ●

参 加 者 数：8,156 人	
VS

参　加　率：48.5%	
青森県藤崎町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①長縄跳び（開成町立開成南小学校）607 人

②大縄跳び（神奈川県立吉田島総合高校）564 人

③リズム体操（開成町立開成幼稚園）428 人

④ウォーキング草刈（あじさい農道）274 人

⑤パークゴルフ大会（開成水辺スポーツ公園）237 人

・	 パークゴルフ用品メーカーの本間ゴルフの冠大会をチャレン

ジデー当日に誘致しました。開成町は、関東ではじめてパー

クゴルフ場ができた自治体であり、通年本競技の普及に努め

ています。その競技をチャレンジデー当日に行うことで町民

に対してチャレンジデーの浸透を図り、大会参加者のみなら

ず、家族や友人への広がりも期待しています。

【アスリート・著名人など】
桜田敬子（ラジオ体操指導委員・元 NHK ラジオ体操アシスタント）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所

／高齢者施設／障害者施設

メディア	

タウンニュース

広報・周知	

・町広報誌へ 3 ヵ月連続した掲載

・	防災行政無線を活用した周知

・	街頭での啓発活動

・	チラシ、ポスターのデザイン一新

製 作 物	

チラシ 6,000 枚／スタッフ T シャツ 80 枚／ポケットティッシュ

1,500 個／のぼり 50 本／横断幕・懸垂幕 20 枚／公用車マグネッ

ト 10 個

実施効果	

　開成町としては今回の挑戦で 2 回目となります。本年度は、昨

年度と比較し参加者が 2,070 人減少しました。しかしながら、当

日には 8,156 人もの方が参加し、スポーツやそれぞれができる身

体活動を行うことができました。今回の結果は残念ですが、今

後一人でも多くの方にチャレンジデーの実施について知ってもら

い、意識的に体を動かすことで最終的に町としての目標である「日

本一元気・日本一健康・日本一きれいな町」の更なる推進につな

げたいと考えています。

担当者から	

　チャレンジデーという事業を町民に知ってもらうことが何より

苦労しました。今後一人でも多くの方に知ってもらい、参加して

もらえるよう早めの周知、魅力あるイベントの展開をしていきた

いと考えています。

ソフトボール投げ NO.1 決定戦

パークゴルフ大会（本間カップ）

リズム体操
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新聞

2015 年 5 月 1 日 金曜日　広報かいせい

2015 年 3 月 7 日 土曜日
タウンニュース 足柄版

2015 年 5 月 16 日 土曜日　タウンニュース 足柄版

2015 年 7 月 1 日 水曜日
広報かいせい
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レポート

寒
さむ

川
かわ

町
まち 神奈川県

1回目

主　　催	

寒川町チャレンジデー 2015 実行委員会	 （実行委員長　木村俊雄）

健康子ども部	健康・スポーツ課

〒 253-0196	 神奈川県高座郡寒川町宮山 165

	 寒川町役場

TEL：0467-74-1111　FAX：0467-74-5613

結　　果	

人　　　口：48,139 人	
神奈川県寒川町	 ●

参 加 者 数：14,915 人	
VS

参　加　率：31.0%	
富山県南砺市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①町長と一緒に早朝ラジオ体操（さむかわ中央公園芝生広場）163 人

・	 幅広い年代の方が知っているラジオ体操をメインに実施しま

した。

・	 今後の習慣化を目指し、ラジオ放送の時間に合わせて実施し

ました。

・	 各種団体での実施を呼びかけました。

②子どもサッカー教室（寒川町総合体育館メインアリーナ）71 人

③ファイナルイベント（さむかわ wakuwaku 体操）（寒川町総合

体育館メインアリーナ）65 人

④ベビービクス（寒川町総合体育館武道場）59 人

⑤卓球体験（寒川町総合体育館メインアリーナ）57 人

【アスリート・著名人など】
湘南ベルマーレ（サッカー J1 リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／大学・

専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会

／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診

療所／高齢者施設／障害者施設／民生委員協議会

メディア	

tvk テレビ神奈川「ありがとッ！／ tvk ニュース 930α」

広報・周知	

・	高齢者・障害者施設、企業等の団体にチラシ配布や説明を行っ

たことで、団体実施の協力が得られ、また、生活の中に運動を

取り入れる啓蒙活動ができました。

・	駅頭では、ポスターで作成したサンドイッチマン看板を使用し、

毎回 4 人で宣伝活動を行いました。2 日間、朝・夕各 1 時間ず

つ実施し、不特定多数の町内外の方に周知できました。

・	多くの人が利用する、スーパーマーケットや多数のコンビニエ

ンスストア、商店からポスター掲示やチラシを置く協力が得ら

れ、様々な方に周知できました。

製 作 物	

チラシ 30,000 枚／スタッフ T シャツ 85 枚／ポケットティッシュ

5,000 個／のぼり 60 本／横断幕・懸垂幕 20 枚

実施効果	

・	公園で実施する自主グループの活動に合わせて、実行委員会イ

ベントのラジオ体操を実施し、いつでも、どこでも、誰でもで

きる体操として再認識されました。

・	初挑戦で、町民ひとり一人への内容周知が十分ではなく、「何

をすればよいのかわからなかった」「もっと早く周知してほし

い」など質問や要望が実施前後に多数寄せられました。また、

結果を見て、「来年は勝ちたい！」などの声もあり、実施した

ことでの周知は図られました。

・	ベビービクスや親子体操など乳幼児期からのイベントを実施した

ことで、子育て世代が地域の行事に参加する機会となりました。

担当者から	

・	今回は初挑戦で、準備期間、周知期間が短く、特に個人への周

知が十分でなかったことを反省しています。しかし、質問や要

望も多数あり、これは興味があるからだと考えられ、次年度へ

の足がかりとして、活かしていきたいと思っています。

・	参加した方からは、「15 分間の運動ってどのくらいかわかった」

との声があり、生活の中に運動を取り入れるきっかけづくりに

なったと思います。

・	回収箱の設置場所に苦労し、最終的に決定したのが、約 10 日前

と遅く、設置場所をチラシに載せられませんでした。回収箱は、

公共施設の他、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、商

店等で計 38 ヵ所としましたが、設置場所や設置数について再検

討していきたいと思います。

町長と一緒に早朝ラジオ体操

フラダンスでリフレッシュ！
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新聞

一球入魂！野球教室

2015 年 5 月 15 日 金曜日
タウンニュース寒川版

チャレンジデー PR 用チラシ
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レポート

座
ざ

間
ま

市
し 神奈川県

1回目

主　　催	

座間市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　遠藤三紀夫）

健康部スポーツ課

〒 252-8566	 神奈川県	座間市緑ケ丘 1-1-1

TEL：046-252-8177　FAX：046-255-3550

結　　果	

人　　　口：128,918 人	
神奈川県座間市	 ●

参 加 者 数：39,822 人	
VS

参　加　率：30.9%	
秋田県大仙市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー（座間市立市民体育館）150 人

・	 実行委員長開会宣言

・	 井上尚弥選手チャレンジデー参加報告、エール

・	 We	Love	ZAMA体操

・	 ラジオ体操

②フィナーレイベント（座間市立市民体育館）100 人

③サニープレイスでチャレンジ（軽度な筋トレとストレッチ）（座

間市立総合福祉センター）87 人

④一輪車教室・演技（座間市立市民体育館）82 人

⑤幼児・親子体操教室（座間市立市民体育館）71 人

【アスリート・著名人など】
井上尚弥（座間市出身プロボクサー、大橋ボクシングジム所

属、WBO 世界スーパーフライ級チャンピオン）／藤元直美（元

NHK テレビラジオ体操アシスタント）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人

会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所

メディア	

神奈川新聞／ tvk テレビ神奈川「tvk ニュース 930α」

広報・周知	

　チャレンジデーに先がけて市のイベント（緑化まつり、大凧ま

つり）会場で周知を行ったことで、多くの来場者にチャレンジデー

を周知する事ができました。

　また、市の伝統行事「大凧まつり」の会場内で対戦相手の大仙

市と市長同士が直接エール交換を行ったことで、お互いの市が

チャレンジデーへの機運を高めることができました。

製 作 物	

チラシ60,000枚／スタッフTシャツ150枚／ポケットティッシュ

3,000 個／のぼり 120 本／横断幕・懸垂幕 1 枚／クリアファイル

6,000 枚／ポスター 880 枚

実施効果	

　普段はあまり運動をしないという方にもチャレンジデーに参加

いただけました。また、そういった方から「15 分なら継続でき

そう」、「これぐらいならできる」という声があり、少しずつでは

ありますが運動習慣を根付かせるきっかけになったという手応え

を感じています。

担当者から	

　地域や企業、学校、団体が「チャレンジデーの普及と参加率向

上」という目標に向かって、一丸となって取り組む一体感を強く

感じることができました。

　各所で周知を行ってきましたが、今年度初挑戦ということもあ

り、まだまだチャレンジデーを知らないという方が多くいました。

チャレンジデーの周知と投票方法の周知不足を感じています。

多くの人が参加したオープニングセレモニー

古希・還暦チームに元プロ野球選手の福留さんが指導

卓球遊技・競技
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新聞

2015 年 4 月 18 日 土曜日　朝日新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日　神奈川新聞

2015 年 5 月 17 日 日曜日　ミニコミ誌 あさのポケット
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レポート

4回目逗
ず

子
し

市
し 神奈川県

主　　催	

逗子市チャレンジデー実行委員会	 （会長　東　弘之）

市民協働部　文化スポーツ課

〒 249-8686	 神奈川県逗子市逗子 5 － 2 － 16

	 逗子市役所

TEL：046-873-1111　FAX：046-872-4520

結　　果	

人　　　口：60,081 人	
神奈川県逗子市	 ○

参 加 者 数：24,587 人	
VS

参　加　率：40.9%	
広島県三次市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ハーフマイルビーチを歩く会（逗子海岸）636 人

②市長とおらほのラジオ体操（亀岡八幡宮）150 人

・	 逗子市役所隣の亀岡八幡宮において市長も参加して行われる

ラジオ体操

③ラジオ体操（逗子海岸）134 人

④かけっこ教室（池子の森自然公園　400 ｍトラック）100 人

⑤ラジオ体操（久木神社）100 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／社会

福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設

メディア	

J：COM 湘南（鎌倉局）「7daysdaily」／ J：COM 湘南（横須賀局）「デ

イリーニュース　トピックス紹介」／三次ケーブルビジョン「情

報ストリート　あっちこっち三次」

広報・周知	

・	JR 逗子駅、JR 東逗子駅、京急新逗子駅、京急神武寺駅の駅前

でエントリーシート付きのポケットティッシュを配布しまし

た。

・	エントリーシートに QR コードを記載することで、メールでの

エントリーをし易くしました。

・	市役所1階のロビーにチャレンジデー特設ブースを設けました。

・	自治会、町内会へ協力を呼びかけました。

・	エントリーボックスを市内約 60 ヵ所に設置しました。

製 作 物	

チラシ 18,000 枚／ポケットティッシュ 3,000 個

実施効果	

　チャレンジデーで実施されたプログラムから、継続して実施さ

れるものが出てきたことは健康増進・スポーツ推進として効果が

あったと感じられました。

担当者から	

　4 回目の実施となるため、チャレンジデーの名称を知っている

人は増えてきていますが、チャレンジデーの意義や目的、ルール、

エントリー方法までも理解している人は、まだ少ないです。

海岸ラジオ体操

海岸ノルディックウォーク

市役所 1 階チャレンジデー特設ブース


